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ピアノ指導場面における教員の働きかけ
―「保育の表現技術」を育むために―
脇 田 和 子 1 ) ・ 粟 屋 晴 香 1 ) ・ 中 野 素 子 1 ）
A Teacher’s Introduction in Guidance Scenes for Playing the Piano:
In order to Develop “Expressive Techniques in Pre-school Education”





































































































































































































































































































































指導内容 数 指導内容 数
楽譜と
鍵盤 17
① 音高・臨時記号 5 「楽譜が読めない」という学生に、一緒に「ド・レ・ミ・ファ・ソ」と数えながら読んだ。その音が鍵盤ではどこになるかを伝えた。
② 音価・リズム 2 4 分音符や 8分音符などの音符の長さが分からない学生に、「ター、ティティ」などと言葉に出して歌って聴かせ、個々の音符の長さを感覚的に理解させた。
③ 指番号 5 バイエル30番までの学生に、音符の上に書いてある指番号を確認させ、その指でその音を弾くように指示した。
④ 和音・コード 2 左手の伴奏を１音ずつ弾く学生に、和音というまとまりがあることを伝え、「それを分散させるとこうなるんだよ」と楽譜を見て説明した。
⑤ 曲想・表情記号・強弱記号 1 フォルテやドルチェを見落とす学生に、弾いている間にも「次は？」「見落とさないでね」と常に記号に注意が向くように声をかけた。
⑥ 奏法・反復記号 1 伴奏部分のアルペジオ記号を読んでいない学生に、「こうやって左から風が吹いてくるように弾くんだよ」と言いながらアルペジオの意味を説明し、手の動きを真似させた。
⑦ 構造・フレーズ・形式 1 バイエル88番の学生に、細かく動くところとゆったり動くところをグループに分け、「こういうふうに固まりで読むと分かりやすくなるね」と伝えた。
運指 24
① タッチ 4 指の上下に無駄な動きが多い学生に、手の甲に消しゴムなどを置いて、落とさないように弾くことを体験させた。
② 指の独立 3 左右の指が思い通りに動かない学生に、指の 1本 1本に意識が向くように「右 3・左 4・次、右 1・左 2」と掛け声をかけ、次に動かす指を意識できるようにした。
③ 異なるリズムの統合 2 左と右のリズムが合わない学生に、ピアノから離れて「両手・左右・両手・左右」と声をかけて膝打ち練習をし、左右のリズムの合わせ方を体感させた。
④ 単音のスムーズな動き 5 フレーズの途中で音が途切れる学生に、何通りかの指番号を楽譜に書き、自分に一番合った（弾きやすい）ものを選ばせ、なめらかに弾かせた。
⑤ 和音のスムーズな動き 3 左手伴奏にミスタッチが多い学生に、単純な和音進行を繰り返し弾かせ、基本パターンを覚えさせた。
⑥ 両手奏のスムーズな動き 6 両手奏になるとつまずく学生に、まず苦手な箇所をとりだしてその部分のみを練習するように伝えた。その際、学生の指の上に教員の指を乗せて指の動きを体感させた。
⑦ スムーズな動きのスピードアップ 1 16 分音符が遅くなる学生に、4 と 5 の指は動きにくい構造であることを伝え、1 の指を押さえながら 4と 5の指を速く動かすトレーニングをした。
楽器 6 ① ピアノの構造・特性 6 ピアノ初心者の学生に、実際にグランドピアノの中を見せて「鍵盤を押す→ハンマーが上がる→弦に振動が伝わる→音が鳴る」という仕組みを説明し、正しい打鍵の仕方を教えた。
身体 19
① 姿勢 9 姿勢が気になる学生に、背中を下から上に押すことで猫背を直し、椅子の高さや位置も学生に合わせて直した。
② 身体の使い方・呼吸 10 肩の力が抜けない学生に、コンニャク体操で上半身をほぐし、次に社交ダンスのように動きをつけて 、その際「手の動きは右手、足は左手・・・ほら手は大きく足は小さく」と促していった。
伴奏 3
① 歌唱しながら演奏すること 1 両手奏に歌をつけると演奏できなくなる学生に、「まず歌だけ→右手と歌→左手と歌→両手と歌」という順番で練習するように伝え、一緒に行った。
② 歌唱とピアノの音量バランス 2 ピアノの音に比べて声が小さい学生に、大きな部屋で教員が移動しながら学生の弾き歌いを聴き、声が届かなくなったら手を挙げて教えた。
歌唱 6
① 姿勢・表情 2 演奏を聴いても情感が伝わってこない学生に、その曲を色・温度・硬さ・表情・・・に置き換えて自分なりのイメージを膨らませ、それを言葉にするように伝えた。





① 「ミスはしてはならない」 8 音が跳躍することでミスをする学生に、「他の音で置き換えたり省いたりしてでも、音楽は流れを止めてはいけない！」ということを教えた。
② 「ミスをしなければ良い」 1 速いテンポの曲を遅く弾く学生に、曲の性格や作曲者の意図を説明し、「ミスしない方がいいかもしれないけど、いい流れやいい音ってあるんだよ。まだできることはたくさんある！」と伝えた。
③ 「楽譜通りに弾くことが大切」 2 楽譜通りに弾いて満足している学生に、音にはエネルギーがあることを伝え、低い音の「豊かさや深さ」、高い音の「軽やかさやかわいらしさ」等を身体や音で表現して見せた。
④ 「楽譜は読めなくてもいい」 2 「音符を読むのが面倒」と言う学生に、「文字が読めるからスマホが使えるでしょ。ピアノも同じで、楽譜が読めれば音楽が使えるようになるんだよ」と伝えた。






















指導内容 数 指導内容 数
表現 59
① 演奏前の準備 2 準備することなくいきなり弾き始める学生に、椅子から立たせてジャンプをさせ、「今、膝を曲げたり息を吸ったりして準備したよね、ピアノも同じだよ」と伝えてから、弾いて見せた。
② アインザッツ 1 歌の前にアインザッツを言わない学生に、「子どもたちが歌えないよ～」と嘆き、「サン・ハイ！」を言うタイミングを教え、再度イントロから演奏して一人でもできるようにした。
③ 拍子・テンポ・等速感 8 テンポが不安定で慌てる学生に、ピアノよりも大きな声で「1・2・1・2」と掛け声をかけながら、学生の左肩をたたいて拍子を伝え、テンポに乗れるようにした。
④ メロディーライン 4 メロディーに抑揚をつけられない学生に、五線の音符を線でつないで折れ線グラフにして見せ、高さのピークが一番の盛り上がりどころだと音型の見方のコツを教えた。
⑤ ベースライン 2 左手伴奏が平面的な学生に、ウオーキングベースとオルタネーティングベースの違いを聴かせ、「ウッドブロックだとこんな感じ！」と言いながら演奏動作の違いを見せた。
⑥ フレーズ感 7 ソナチネを一本調子で弾く学生に、フレーズがどこで切れるかを何パターンか弾いて聴かせ、フレーズの固まりを感じられるようにした。
⑦ 縦ノリ・横ノリ 2 滑らかな曲に縦拍を刻みながら演奏する学生に、教員が横ノリで豊かな伴奏をつけ、学生にメロディーを弾かせた。横ノリを体感させた後に「ゆりかごみたいに気持ちよかったでしょ」と伝えた。
⑧ ダイナミクス 3 フォルテの音を叩いて弾く学生に、「フォルテって乱暴で”いた～い音”のことなの？？？」と問いかけ、大きく息を吐かせながらリラックスした気持ちで弾かせた。
⑨ 音量バランス 2 右手が響かず左手の音ばかりが聞こえる学生に、高音をヴァイオリン、低音をコントラバスの楽器にたとえ、その場合の弾き方や音の響きの違いを説明した。
⑩ 音色 4 弾き歌いで表現することが苦手な学生に、教員が同じ曲で音色を変えた演奏を数パターン聴かせて感想を聞き、音色に興味を持たせた。
⑪ ハーモニー 2 左手の伴奏形が大きい学生に、「左手の音を和音にする→できた和音を弾く→和音に合わせてメロディーをつける」を一緒にやり、左手のハーモニーの響きの変化を感じ取らせた。
⑫ 曲想 5 実技試験のリハーサルを聴いている学生に「今の演奏から何が伝わった？」と問いかけ、曲の雰囲気に興味が向くようにした。
⑬ ペダル 4 ブルグミュラーのペダルがなかなか踏めない学生に、教員がペダルを使用した演奏を聴かせ、「素敵でしょ」とペダルの効果と可能性を伝えた。
⑭ 感情移入 6 ピアノをつまらなそうに弾く学生に、教員がオーバーに表現しながら学生と連弾し、音の幅の醍醐味を体感させた。
⑮ 終止音・余韻 5 フレーズの最後や言葉の語尾が雑でぶっきらぼうな学生に、フレーズを文章に置き換え、「～でした。」「～かな？」「～で、」「～！」等のどの句読点に当てはまるかを考えさせた。
⑯ 顔の表情 2 顔が無表情な学生に、表情が豊かな学生に演奏してもらい、その演奏に合わせて2人ずつペアを組んで互いの顔を見ながら歌わせた。
創作 4
① 導入 1 授業後半の20分間に、先生役の学生がその日に合格した曲を伴奏し、その他の学生が子ども役になって歌った。先生役の学生には「一人一人に注目し、声をかけてから始めよう！」と伝えた。
② イントロ・エンディング 1 「前奏は最後の 4小節を弾けばいいですか」と質問する学生に、「イントロはその曲に導くためのものだから、自分で創ってもいいんだよ」と伝え、数種類を弾いて聴かせた。
③ 曲想 1 バイエルの曲想に心が動かない学生に、普段良く聴く音楽を尋ね、その曲を一緒に聴いて曲の魅力を共有した後、「バイエルでそれっぽく弾くとこんな感じかな」とアレンジして聴かせた。





① 歌詞の意味・曲の背景 6 歌にメリハリがなく終始一本調子の学生に、歌詞を子どもたちに読み聞かせするように朗読させ、どの言葉を一番強調したいかを答えさせた。
② 楽器 4 弾き歌いに合わせてキーボードパーカッションを合わせる学生がいた時、クラス全員で鍵盤をパーカッションの音色にし、好きな音をみつけて交流した。





① 「演奏だけで精一杯」 3 周りを感じる余裕がない学生に「ちゃんと弾けてるけど、周りには子どもたちがいるよ。聴かせてあげたいと思って弾いてみよう。」と声をかけた。
② 「とりあえず演奏できればいい」 17 「弾けてるからこれでいい」という学生に、「今の音から子どもたちは何を感じるかな？」「子どもたちにどう伝わるかを考えながら弾こうね。」と声をかけた。
③ 「人前で歌うのは恥ずかしい」 5 グループの練習室ではみんながいて声が出せない学生に、まず個室で練習させてからみんなのいる練習室でレッスンし、「ほら、きれいに歌えるじゃん！」と励ました。






















指導内容 数 指導内容 数
学習
課題 86
① 将来的な展望・目標 14 「バイエルはもう進まなくていい」という学生に「現場で音楽の楽しさを伝えることができたらすっばらしいじゃん。頑張るよ～」と叱咤激励した。
② 本時の目標・流れ 7 バイエルがなかなか進まない学生に、「今日は一曲全部できるようにするよ」と伝え、片手ずつ 4 小節単位に分けて「5分でここまで弾けるように。5分後に聴くよ！」と細かく頻繁に指示を出した。
③ 練習の計画 8 バイエルがなかなか進まない学生に、定期試験での目標番号を設定し、「何番まで進みたい？あと何曲あるかな？」と逆算して一緒に計画を立てた。
④ 練習の課題 23 テンポが次第に速くなる学生に、小節線を陸上のハードルと思わせ、教員が小節線ごとに「ハイ！」と合いの手を入れながら繰り返し弾かせ、「等速で弾けるようにしようね」と伝えた。
⑤ 練習の方法 28 伴奏和音の鍵盤ポジションに混乱する学生に、左手の和音を C・G・F のコードで説明し、「楽譜に3つの和音を色分けしておくと分かりやすいよ」と伝えた。
⑥ 課題曲の選曲 6 いつも元気のいい学生が選曲に迷った時に、「あなたには楽しく明るい曲、テンポのあるこんな曲がいいんじゃない？」と数曲を聴かせ、自分の良さが表現できる曲を選ぶように勧めた。
学習
空間 45
① 安心できる空間 11 初めての授業で緊張している学生に、学生同士が交流できるように、出身地やサークル活動を聞く時間を設け、お互いに話しやすい雰囲気を作った。
② 安全な空間 3 狭い空間で空気も頭も心も煮詰まってきた授業後半で、換気したり、クーラーの温度を下げたりして、リフレッシュできるようにした。
③ 助け合える空間 10 一度に複数の学生が質問してきて教員が対応に追われた時、先に進んでいる学生に教える役割を与え、学生同士で教え合うようにした。
④ 楽しい空間 21 同じところでつまずく学生がいる時、ピアノに並んで座らせ、一緒に弾かせた。その際、他の学生も「1・2・1・2」と声をかけ、グループ全員で拍子を合わせて楽しく練習した。
学習
態度 61
① 個人レッスンを受ける姿勢 15 授業開始時に学生 1人 1 人に必ず挨拶をさせ、自分が教えてもらう立場であり、謙虚な姿勢で臨まなければならないということを教えた。
② 授業ルールを守る姿勢 19 レッスンを受ける順番は、学生同士で決めるようにした。話合いながら自分たちの授業ルールを作っていく姿を尊重し、ルールを守ろうとする意識を高めた。
③ 授業内での集中力や根気 16 練習を「面倒くさい」という学生に、「ハイハイハイ～」とテンション高く声をかけた。間髪入れずに「はい、もう１回～行くよ、せーの」と休む間を与えず、何度も続けて弾かせた。
④ 社会人としてのマナー 11 教員に対して「あのさぁ」のように友達感覚の言葉遣いをする学生に、それは目上の人に対する言葉遣いではないことを注意した。
学習
意欲 139
① 憧れ 13 ピアノの技術が高い学生に「先生、弾いて弾いて」とリクエストされた時、教員が様々な演奏表現やその作曲家の他の作品を、気持ちを込めて演奏した。
② 興味・発見 42 初めて連弾をする学生に、まず並んで呼吸を合わせること、同じ拍子を意識することを経験させ、心を合わせて弾く楽しさを体験させた。
③ 満足感 13 1週間練習を頑張ってきた学生には、まず本人を誉め、さらに他の学生に「○○さん頑張ったよ！」と伝えることで、みんなからも「エライ！」と称賛されるようにした。
④ 安心感 22 定期テスト前に不安そうにしている学生に、当日の課題に教員からの応援メッセージを添えて一人一人に手渡した。
⑤ 危機感 13 練習に集中できない学生に、すぐにできそうな課題を出し、レッスンの順序に関係なく、でき次第手を挙げて知らせるように伝えた。知らせてこない場合は、教員から出向いて頻繁にチェックした。
⑥ 気分転換 11 個人練習が長時間続いた時に、「リクエストを決めてピアノの周りに集まって！」と呼びかけ、各々のリクエスト曲をみんなで歌った。
⑦ 自己決定 4 ソナタの選曲に迷う学生に、様々なタイプの魅力的な曲を聴かせ、曲にまつわるエピソード等も伝え、自分から「これ、やりたい！」という曲を課題曲とした。






① 「練習しても無駄である」 3 初心者の学生に、「私を信じて！今は想像できないくらい上手になれるから。2年間しっかり練習すれば絶対に弾けるようになるんだよ、頑張りましょう！」と声をかけた。
② 「ピアノ（バイエル）は嫌い」 4 「ピアノは大嫌い」と決めつけている学生に、教員が誰もが知っているような名曲とバイエルの両方を、心を込めて数曲演奏し、「これでもピアノが嫌いかな？！」と問いかけた。
③ 「弾けているからこれで十分」 2 ソナチネで指番号を無視して演奏する学生に、教員の音楽的な演奏を聴かせ、「指使いに注意するだけで、こんなに奇麗に弾けるようになるんだから、まだまだうまくなれるんだよ」と伝えた。
④ 「試験に受かればいい」 1 守りの姿勢で実技試験に臨みそうな学生に、「“どや顔” で演奏する練習」を繰り返し行った。表現するポイントを具体的に伝え「やる気次第で S評価も夢ではない」ことを伝えた。
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